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モ ン 共 鳴 セ ン サ ー (localized surface plasmon 
resonance sensor : LSPRセンサー)の基本原理である。
























































































Fig. 4 Optics set-up (probe+spectrometer) 
①地殻コアサンプル (3.0 g) をチューブ (50ml)に
とり、滅菌した食塩 (3九NaCl) を 30mlを加えたも
のを用意し、カタラーゼ、水溶液 (Wako，Cata1ase， Cat. 
No. 035-12903， 0.1 mg/ml)を加えて懸濁液を作製した。
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